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平成２４平成２４平成２４平成２４年度事業年度事業年度事業年度事業報告書報告書報告書報告書    

【【【【事業概要事業概要事業概要事業概要】】】】    
当財団は、都民の安心・安全に寄与するため、東京都内の消防機関への協力に関

する事業、防火防災図書の発刊に関する事業等を実施しました。平成２４年度は、
全国消防救助技術大会及び消防救助技術関東地区指導会が東京で開催されたことか
ら、来場者用観覧席・シャトルバスの借上げ提供等大会運営の支援を積極的に行な
いました。 
また、防火防災活動に従事する消防職員の健康で安定した生活を築くことを支援

するため、育英事業、防災用品の斡旋販売等の事業を実施しました。 
    
【【【【公益公益公益公益法人法人法人法人制度改革への対応制度改革への対応制度改革への対応制度改革への対応】】】】    

平成２４年７月４日に移行認可申請書を東京都知事に申請、平成２５年３月２５
日に認可書の交付を受けました。 
なお、平成２５年４月１日に登記を行い、法人名称が一般財団法人東京消防協会

となりました。 
 

１１１１    東京都内東京都内東京都内東京都内のののの消防機関への消防機関への消防機関への消防機関への協力協力協力協力に関する事業に関する事業に関する事業に関する事業（寄附行為第４条第１号事業）（寄附行為第４条第１号事業）（寄附行為第４条第１号事業）（寄附行為第４条第１号事業）    

（１） 東京消防庁の事業に対する協力 

ア 健康体力増進事業に対する助成 
中央総合競技大会（１０月中旬から１２月中旬にかけて延べ７日間、駒沢オリンピック公園

総合運動場、東京武道館、辰巳水泳場等で開催）、駅伝ロードレース大会（平成２５年２月２３

日夢の島運動場で開催）、剣道大会（７月２６日東京都武道館で開催）並びに所属長が計画する

健康体力増進事業の参加者に対して賞品、参加賞、記念品、スポーツドリンクを提供する等、

大会運営の支援をしました。 

イ 消防技術向上事業に対する助成 

（ア） 消防救助技術関東地区指導会(７月６日豊洲及び辰巳水泳場で開催)、全国消防救助技

術大会(８月７日豊洲及び辰巳水泳場で開催)の来場者用観覧席・シャトルバスの借上げ提

供を行なうなど運営をサポートするとともに、参加した救助隊員に対して T シャツ等の大

会用品、スポーツドリンク等を提供しました。 

（イ） 関東ブロック緊急消防援助隊合同訓練(１１月２９日から３０日まで埼玉県で開催)に 

参加した部隊に対して訓練に必要な資器材及び補給品等を提供しました。 

ウ 教養事業に対する助成 

（ア） 総合文化展（８月３日から８月５日まで開催）、消防職員意見発表会庁内選考会（平成

２５年２月１３日開催）、ライフデザイン研修及び消防学校初任教育修了者に対して、テキ

スト、賞品、記念品等を提供しました。 

（イ） 資格取得技能講習（年度内３回開催）､自由研修講座（年度内５回開催）及び職員相談

（年度中）に対して、委託講師、委託指導者及び女性相談員の派遣、テキスト等を提供しま

した。 
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エ 防火防災関係機関に対する協賛 

(ア) 東京消防出初式(平成２５年１月６日東京ビックサイトで開催)に、演技関係資機材の提

供、会場施設の借上げ提供等の運営支援を行いました。 

(イ) 一般財団法人全国消防協会が主催する事業に協賛金を支出しました。 
 
（２） 後方支援活動 

ア 震災対策 

(ア) スクワール麹町が平成２５年４月１日付けで、東京都帰宅困難者対策条例に基づく一時

滞在施設の指定を受けるに当たり、震災時用の特設公衆電話の設置並びに資材備蓄倉庫等の

整備を行いました。 

(イ) ９月４日スクワール麹町において災害時用濾過設備の点検及び水質検査を実施しました。 

(ウ) スクワール麹町において自家発電設備及び非常用回路の点検を月１回実施しました。 

(エ) １０月２０日東京消防庁震災演習に合わせて職員が震災対応訓練を行いました。 

(オ) 平成２５年３月１１日千代田区が主催した帰宅困難者支援訓練に参加しました。 

イ 救急救護対策 

(ア) ９月１０日職員１０名が普通救命講習・普通救命再講習を受講しました。 

(イ) 平成２５年１月７日スクワール麹町において職員がＡＥＤ取扱訓練を実施しました。 
 
（３） 消防職員等の技能向上及び保健衛生に係る事業 

都民の安全を守るとともに都民サービスの一層の向上を図るため消防職員等を対象に次の事業

を実施しました。 

ア 資格取得支援 

職務に必要な資格・技能等を取得した４１９名の消防職員に対し、取得に要した費用の一部

を支援しました。 

イ 予防接種等の支援 

集団感染型疾病の予防接種等（インフルエンザ・麻疹・風疹・百日咳）を受けた１２，３６０

名の消防職員に対し、接種に要した費用の一部を支援しました。 
 
 （４） 単身待機宿舎給食事業 

災害対策用単身待機宿舎に入居する消防職員の健康増進に資するため、受託事業として 1 宿舎に

給食業務員を派遣して食事を提供しました。 

 

２２２２    消防消防消防消防機器機器機器機器等等等等の研究開発の研究開発の研究開発の研究開発に対する助成に関する事業（同に対する助成に関する事業（同に対する助成に関する事業（同に対する助成に関する事業（同条第２号事業）条第２号事業）条第２号事業）条第２号事業） 

東京消防庁消防技術安全所が行った次の研究開発事業に対して、研究用資料並びに実験用物品等を

提供しました。 

（１） 要請改良に関する研究(特異災害・突発災害安全検証) 

（２） 火災鑑定に関する材質特定の研究 

（３） 消防隊員の安全管理及び生理・心理に関する研究 

（４） 危険物流出事故等の土壌分析に関する研究 

（５） 木造住宅の防火性能に関する研究 
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３３３３    防火防災図書の発刊に関する事業防火防災図書の発刊に関する事業防火防災図書の発刊に関する事業防火防災図書の発刊に関する事業（同（同（同（同条条条条第３号事業）第３号事業）第３号事業）第３号事業）    

（１） 「東京消防」の出版 

防火防災に関するできごと、消防関係法令の解説、消防実務、最新消防機材の紹介等を内容とす

る月刊誌を東京消防庁の監修を受けて、１２回２５２，０００部を発行し、消防職員、消防関係機

関に無償配布し、東京消防庁図書資料室(以下「資料室」という。)等に寄贈するとともに購読希望

者に有償配布しました。 
 
（２） 「ウィークリー東京消防」の出版 

東京消防庁、都内各消防署・消防団、消防少年団等の行事・活動等を内容とする週刊紙 

を寄稿原稿をもとに東京消防庁の監修を受けて、４２回計１８９，０００部を発行し、消防機関に

無償配布するとともに資料室に寄贈しました。 
 
（３） 「会員録」の出版 

消防職員の円滑な業務遂行に資するため、都内全消防機関及び消防関係機関の所在、電話番号、

課、係、職員の職氏名を網羅した「会員録」２０，２５０部を発行し、消防職員、消防関係機関に

無償配布並びに資料室に寄贈しました。 
 
（４） 「職員手帳」の出版 

消防職員の円滑な業務遂行に資するため、消防統計、当該年の防災行事、交替制勤務職員の勤務

サイクル等を盛り込んだ「職員手帳」１９，５００部を発行し、消防職員、消防関係機関に無償配

布しました。 

 

４４４４    会会会会員及び員及び員及び員及び家族の家族の家族の家族の教養教養教養教養・・・・文化文化文化文化に関するに関するに関するに関する事業（同事業（同事業（同事業（同条第４号事業条第４号事業条第４号事業条第４号事業））））    

（１） 育英事業 

会員及び会員子弟３１名に対し、無利子による奨学金の貸し付けを行いました。 
 
（２） 防火防災図書の販売等 

ア 会員の職務並びに生活の利便に供するため、本部庁舎及び消防学校において売店を開設し、防

火防災関係図書及び同用品、日用品等を販売しました。 

イ 斡旋販売等 

会員の安定した家庭生活を支援するため、次の事業を実施しました。 

(ア) 「ショッピングガイド－指定店のしおり－」を作成し、会員に配布しました。 

(イ) 「福利厚生ニュース」を８月を除く各月作成し、会員に配布しました。 

 

５５５５    会員の保健、共済等に関する事業（同条第５号事業）会員の保健、共済等に関する事業（同条第５号事業）会員の保健、共済等に関する事業（同条第５号事業）会員の保健、共済等に関する事業（同条第５号事業）    

（１） 厚生施設の運営等 

ア 会員及び家族の健康増進に資するため、「スクワール麹町」、「グリーンパル湯河原」、「下田荘」

を通年、「那須山荘」を４月下旬から１１月中旬まで開設しました。グリーンパル湯河原のリニ

ューアル工事を実施しました。 

なお、利用状況は次のとおりでした。 

（ア） スクワール麹町       １７４，１１５名 
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（イ） グリーンパル湯河原      １３，４２０名 

（ウ) 下田荘              １，８０２名 

（エ) 那須山荘             １，７２３名 

イ 会員及び家族が楽しめるリゾート施設等を利用する際に要した費用の一部を支援しました。 

利用ポイントは、３，４９３ポイントでした。 
 
(２) 共助事業 

会員及び家族に対する弔慰金、災害見舞金、傷病見舞金、退職餞別金、結婚祝品等を次のとおり

贈呈しました。 

ア 弔意金                   ４３名 

イ 災害及び傷病見舞金             ４９名 

ウ 永年勤続賞受賞祝品            ８１１名 

エ 結婚祝品                 ５７５名 

オ 退職餞別金                ８３１名 
 
（３） 団体保険事業 

会員の安心・安全を基本とし、安定した生活に資するため、団体保険事務を行いました。 

ア 定期募集(平成２５年１月１日現在)加入者は次のとおりです。 

(ア) 新グループ保険         １１，４１３名 

(イ) 積立年金保険           ６，８５８名 

(ウ) 傷害保険            １４，９５９名 

イ 消防学校入校生(平成２４年４月、８月、１０月、平成２５年２月)加入者は次のとおりです。 

(ア) 新グループ保険             ８５０名 

(イ) 積立年金保険             ３７７名 

(ウ) 傷害保険               ８５０名 

 

６６６６    管理・運営事項管理・運営事項管理・運営事項管理・運営事項    

(１) 最初の評議員選定委員会 

ア 日程 平成２４年４月６日 

イ 議案 「最初の評議員選任」の件 
 
(２) 理事会・評議員会 

ア 日程 平成２４年５月２８日 

イ 議案 「平成２３年度事業報告及び収支計算書」の件 

「移行の際における理事・監事選任」の件 

「定款(案)」の件 

「移行認可申請書」の件 

「会員規程」の件 

「役員等の報酬及び費用に関する規程」の件 
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(３) 理事会・評議員会 

ア 日程 平成２５年３月２２日 

イ 議案 「平成２５年度事業計画及び収支予算」の件 

「役員報酬」の件 

「定款施行に伴う規程等整備」の件 

「移行後の理事一部選任」の件 


